
 

志望理由書には、「あなたの『学びのタネ』」を４０字以内で記載する欄があります。ここに、 

あなた自身の「学びのタネ」を記載してください。４０字以内であれば、長くても短くても 

かまいません。 

「学びのタネ」をもとに、高校時代をどう過ごしたか、大学では何がしたいのかという観点を 

入れつつ、志望理由を記述していただきます。 

参考までに、「学びのタネ」の記載例を次のとおりお示しします。 

 

 

学 びのタネの事 例 

・過疎・高齢化に関心があり、社会や経済を学んで、将来の問題解決の役に立ちたい。（38字） 

・三国志が面白くて気に入った人物もいるので、中国の歴史や文学を研究してみたい。（38字） 

・欧米の音楽が好きなので、それの背景になっている欧米の文化や言語を学びたい。（37字） 

・特別支援の知識を有した小学校教師として子どもの教育活動に当たりたい。（34字） 

・教員として地元の自然環境を活かした授業がしたい。（24字） 

・保健体育（音楽・美術）の先生になりたい。（13または11字） 

・音楽の楽しさ、素晴らしさを生徒たちに伝えることのできる先生になりたい。（35字） 

・心と脳の数理モデルを構築したい。（16字） 

・社会福祉の専門的な知識や技術を身に付け、地域で活躍したい。（29字） 

・身近な食材を使って、新しい健康効果を見出したい。（24字） 

・健康長寿のために効果的な、運動・食習慣を調べたい。（25字） 

・高くジャンプするためには、どのような練習が必要？（24字） 

・物理の知識を極めて，地域に貢献する人材を育てる教員になりたい。（31字） 

・・プログラム言語は学校以外でも自学しており、将来はシステムエンジニアになる。（37字） 

・世界一エコで暮らしやすい家を造る。（17字） 

・関心のある脱炭素・エネルギー問題を深く学び、将来は研究開発職として貢献したい。（39字） 

・生命の本質に迫りたい。（11字） 

・効率的な農業生産と快適な暮らしを両立させて、豊かで元気な農村社会を実現する。（38字） 
 

  

※ 志望理由書の様式等については，募集要項でご確認ください。 


